
三宅 郁子君 本日の卓話、久保田様、よろしくお願いします。
石渡 秀雄君 来週は地区大会です。本日はゲストが多く、楽しい例会になりそうです。
金子高一郎君 柏南ロータリークラブの皆さん、本日はようこそいらっしゃいました。有難う御座います。

久保田さん、本日の卓話、よろしくお願い致します。
一航君、大学院合格おめでとう。大澤さん・・・・

井上 慶亮君 先日4月9日、長女が小学校に入学しました。桜がきれいな入学式でした。
波多野幸雄君 本日は沢山のメイキャップ、ありがとうございます。被選理事会よろしくお願いします。
土屋 東明君 久保田氏の卓話、楽しみにしています。
岡本 隆一君 久保田様、卓話よろしくお願いします。
田中 保 君 今日は久保田さん、よろしくお願いします。
木村 美鈴君 久保田様、卓話楽しみです。よろしくお願いいたします。
森 達郎 君 本日は、例会欠席ですみません。昨日のゴルフおつかれ様でした。
水谷 文彦君 会長・幹事、理事会は失礼しました。

合計 22，0００円

ニコニコボックス

2024-25年度4月度 理事役員会議事録
会長 三宅郁子
幹事 石渡秀雄

開催日時：2025年4月1７日(木)11：00～
開催場所：ロイヤルパークホテル ２階「東雲の間」
出 席 者：三宅、石渡、金子、土屋、森、井上 ／ 委任状出席： 原田、林、野木、水谷

（１）審議・報告事項
①5月度プログラム予定に関しまして：承認

②3月度会計報告：承認

③100％出席表彰に関しまして：承認

④東分区合同事務所に関する経過報告

⑤5月度の地区・分区会合予定(出席予定者：敬称略)：7日 第2回東分区会長幹事会(三宅・石渡)

（２）閉 会

W E E K L Y  R E P O R T

東京ベイロータリークラブ

ＴＯＫＹＯ

ＢＡＹ

ＲＯＴＡＲＹ

ＣＬＵＢ 『あなたのロータリーとは？』
クラブ会長 三宅郁子

次回のプログラム

次年度第1・2回 クラブ協議会

第2580地区ガバナー 石川彌八郎(東京福生RC)

本日の卓話

「私とロータリー」
金子高一郎会員
井上慶亮会員

■ 例会日 毎週木曜日  １２：３０～１３：３０           ■  役  員／ 会長 三宅 郁子
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1  会長エレクト  原田 俊彦
        ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111・FAX03-3667-1615  幹事    石渡 秀雄
■ 事務局  〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ    副幹事  井上 慶亮

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長   田中 保

“THE MAGIC OF ROTARY”
RI会長 ステファニー・アーチック

(McMurray RC、ペンシルバニア州 )

国際ロータリー 第２５８０地区 東分区 
VOL.34  NO.27・28 2025年5月15日
第1489・1490回

『隔たりを取り除き、“ご縁”を大切に』

＜ご挨拶等＞
・江東ロータリークラブ 大澤会長より、社会福祉フェスティバルへの協力に関しまして、お礼が
ございました。

・小宮一航君より、大学院進学のご挨拶がございました。

・柏南ロータリークラブ、釧路北ロータリークラブとバナー交換をさせていただきました。

＜会長・幹事報告＞
・本日、例会に先立ち、4月度理事役員会を開催いたしました。(詳細は裏面をご覧ください。)
次週以降の予定です。次週4月24日は地区大会、5月1・8日は休会となります。次回、ロイヤ
ルパークホテルでの例会は5月15日です。

＜委員会報告＞
・井上副幹事より、本日、被選理事役員会を開催いたしました。(詳細は裏面をご覧ください。)

・金子直前会長より、本日18時より上野黒船亭にて春の家庭集会を行います。
例会の模様は中面に続きます。

■ 点 鐘
■ ロータリーソング「我等の生業」
■ ゲスト ： 卓話者 東京一ツ橋RC会長 久保田佳代氏

第53期交換留学生 小宮一航君
■ビジター： 東京江東RC会長 大澤栄一君

柏南RC 片岡 達生君、井畑 和士君、齊藤 洋子君、新保 貴君
釧路北RC 菊池 美恵子君

2025年4月17日

第1488回 例会報告

会員数 出 席   出席率   前々回訂正出席率
16人 13名 81.25％  4月3日 100％

2025-26年度 第2回 被選理事役員会議事次第
会長エレクト 原田俊彦
次年度幹事 井上慶亮

開催日時：2024年4月17日(木) 本年度理事役員会終了後
開催場所：ロイヤルパークホテル 2階「東雲の間」
出 席 者：三宅、土屋、井上、田中、石渡、岡本、波多野、金子／委任状出席：原田、林、木村

次第
（1）報告事項等
①次年度スケジュール関しまして：前回の被選理事役員会以降、以下の予定が追加されました。
2025年9月9日(火) 江東・ベイ合同例会(イースト21)
2026年2月5日(木) 5クラブ合同例会(東武ホテルレバント東京)
2026年4月16日(木) 江東・ベイ合同例会(ロイヤルパークホテル)

②地区個人情報取り扱いに伴う、名簿作成に関しまして名簿は作成。ただし、自宅住所等一部記載の
削除、また、記載事項の承諾を各会員に取る。

（3）閉 会



第2回 会員増強委員会 報告
2025.4.21
 於「利久庵」

現在の定員では、クラブ活動、運営、財務上でも支障が生じており、まして来たるべく35周年も健
全な状態では迎えられない。
当日「入会すると、こんなに楽しい」との勧誘文と、会員の「私とロータリー」のスピーチを配布。
とにかく、第3回は各人1人づつ候補者をあげてもらうよう依頼、確認し合って散会した。
新入会員を迎えるには誠に良い雰囲気の我がクラブなので。
皆の力で、ここ一番頑張ってみましょう。
（出席）金子、三宅、石渡、原田、工藤、森、井上、波多野、林

理事 林 茂男

例会報告の続き

4月17日の卓話は、
一ツ橋ロータリークラブ会長 久保田佳代様による
「自然哲学という名の“漢方”を知る」でした。

4月24日の例会は、地区大会にて移動例会でした。

4月16日 大利根カントリークラブにて
東3クラブカップが開催されました。

去る4月17日、上野の老舗洋食店「黒船亭」にて家庭集会が開催
されました。今回の集会は特定のテーマを設けず、親睦を深めること
を主な目的として行われました。

会の中では、会員増強や今後の東京ベイの在り方について、率直
かつ活発な意見交換がなされ、和やかな雰囲気の中で交流が深
まりました。まさに、仲の良い東京ベイを体現するような、有意義な
ひとときとなりました。(井上慶亮)

2025年5月 RI会長からのメッセージ
2024-25年度会長 ステファニー A. アーチック

ロータリー歴の長さにかかわらず、若いリーダーのエネルギーとフレッシュな視点には誰しも得るところが多いもの
です。今月の会長メッセージは、その若きリーダーのひとり、ヴィトール・ホベンティノさんにお任せしました。ホベン
ティノさんの寄稿文は、チームワークとインクルージョンがどのように変革を生み出すかを再認識させてくれます。こ
れを読んで彼の洞察に思いを巡らせ、高揚感を分かちあい、新しい学びの機会としてください。

— ステファニー・アーチック－

私は、ロータリー青少年プログラムの力を意識した瞬間を鮮明に覚えています。それは、ロータリー
青少年交換学生としてオーストラリアで過ごしていたある土曜日の午前のことでした。私はロータリ
ー青少年指導者養成プログラム（RYLA）行事に参加したほかの若いリーダーとともに、グループの
一員として立っていました。主催者が私たちに出した課題は、床に広げた大きな防水シートの上に立
ち、そこから降りずにシートを半分に折りたたむ方法を見つけるというものでした。
最初は簡単そうに思えました。ところが、いざ動き、作戦を立てたり調節したりしようとすると、実はチ
ームワークと俊敏性、そして絶えずコミュニケーションが求められる作業だとわかったのです。
ガイド役としてローターアクターとロータリアンが付いていましたが、誰も指図してくれる人はいませ
ん。意思決定を下すのは自分たちしかいませんでした。そこで素晴らしいことが起こりました。防水シ
ートのスペースが狭まるにつれ、私たちは指図されずとも一丸となり、誰も置き去りにしないと決めま
した。
チームメイトのひとりが車椅子使用者だったため、彼もこの体験に全面的に参加できるよう、適応力
を発揮する機会もありました。移動したり、防水シートを持ち上げたり、ポジションの再配置を考えたり
しながら、計画し、チームとして行動し、最終的に全員一緒に課題を達成しました。
成功を喜んでいると、参加者のひとりがこう言いました。「社会も仕組みは同じ。課題が生じても、誰
かを置き去りにするのではなく、すべての人を包摂する方法を見つけなければならない」。青少年の
口から出たとは思えないほど深遠な洞察でしたが、この体験の真髄を見事に捉えていました。
インターアクトは、若い人たちが実際に持続的なインパクトをもたらす奉仕プロジェクトを生み出す
力を与えます。青少年交換は、視野を広め、リーダーシップスキルを高めて帰国する世界市民を育成
します。RYLAは、人びとを鼓舞して動かす力を備えた若いリーダーを育てます。これらはすべて、若
者の行動を通して現れる「ロータリーのマジック」です。これらのプログラムは、変化する世界でも発
展し、変化に適応するロータリーの実力の中核をなしています。
ただし、これらのプログラムを成功に導くのは若いリーダーたちだけではありません。その可能性を
信じてくれるロータリー会員が必要です。インターアクトクラブのスポンサーとなり、交換留学生のホ
ストファミリーとなり、RYLA参加者をサポートすることを、ぜひお願いいたします。皆さんの参加によ
って、これらのプログラムが支えられるだけでなく、そのインパクトが何倍にも広がり、若いリーダーが
ロータリーの奉仕の対象というだけでなく、積極的な貢献者にもなれるのです。
すでに青少年プログラムを支援してくださっている皆さまには、改めて御礼申し上げます。皆さまの
ご指導とご参加が大きな効果を生み出しています。そして、参加を検討されている方には、今がまさ
にその時です。青少年のリーダーシップは、ロータリーの未来であるだけではなく、現在でもあるから
です。

ヴィトール・ホベンティノ Penápolisローターアクトクラブ（ブラジル）
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